
とまこまい勇払ソーラーパーク合同会社 

 

 

長期安定的な発電事業の実施に向けた事業計画について 

 

資源エネルギー庁策定の廃棄等費用積立ガイドライン（2023 年 4月改定）に基づき、長

期安定的な発電事業の実施に向けた事業計画について公表いたします。 

 

1. 発電事業を調達期間又は交付期間の終了後も継続するために必要な措置について 

(1) 調達期間又は交付期間終了後の売電方法等に関する検討状況 

2050 年のカーボンニュートラル実現に向けて、国は 2021年 4月に第 6次エネル

ギー基本計画において 2030年度温室効果ガス 46%削減(2013 年度比)の目標を掲

げ、さらに 50%に向けて挑戦を続けることを表明しました。実現に向けた施策の

ひとつとして、既存再エネの長期電源化に向け、調達期間終了後も中長期的に持続

的な事業運営を実施することが求められていると理解しております。 

 

とまこまい勇払メガソーラー発電所は、2035年に調達期間が終了することとなり

ますが、引き続き 2030年度温室効果ガス削減目標と 2050年カーボンニュートラ

ル実現に貢献できるよう、発電を継続する方向で検討しています。 

具体的には、小売電気事業者に電力供給を前提として、再生可能エネルギー電気の

調達を求める需要家に電力を供給することを基本的な考え方に据えつつ、必要に応

じて卸電力取引所への市場売却も検討しています。 

 

(2) 調達期間又は交付期間終了後の発電所の用地確保等に関する取組状況 

とまこまい勇払メガソーラー発電所が 2035年 10月 1日以降も発電が継続できる

よう、今後、地権者と協議を進めて参ります。 

具体的には、弊社、または地権者その他の第三者が、(1)に掲げる方法で引き続き

事業を継続することを前提に、地権者が当該用地を発電所用地として確保し続ける

合意が得られるよう、協議する方針です。 

 

2. 発電事業の継続に向けた地域との共生に向けた取組について 

(1) 事業の理解促進等を目的とした取組 

弊社では、太陽光発電所の運転開始にあわせ、発電所を一望できる物見台を設置

しております。 



また、弊社発電所の運営管理業務を受託している株式会社ユーラスエナジーホー

ルディングスを通じても、地域貢献活動に積極的に取り組んでおり、活動も継続

する方針です。株式会社ユーラスエナジーホールディングスにおける地域貢献へ

の詳細な取り組み内容については、下記ホームページをご参照ください。 

 

地域貢献への取り組み 

https://www.eurus-energy.com/csr/ 

 

https://www.eurus-energy.com/csr/


■廃棄等費用積立計画（とまこまい勇払メガソーラー発電所）

運転開始日  2015/10/1

積立計画（累計）    2025年3月31日時点 0円

積立実績（累計）    2025年3月31日時点 0円

PCS容量 21,000 kW

廃棄費用等費用想定額 17,000 円/kW

年間積立額 1,700 円/kW

積立計画 日付 累積積立額（単位:円）

積立1年目 2025/10/31 35,700,000

積立2年目 2026/10/31 71,400,000

積立3年目 2027/10/31 107,100,000

積立4年目 2028/10/31 142,800,000

積立5年目 2029/10/31 178,500,000

積立6年目 2030/10/31 214,200,000

積立7年目 2031/10/31 249,900,000

積立8年目 2032/10/31 285,600,000

積立9年目 2033/10/31 321,300,000

積立10年目 2034/10/31 357,000,000


